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研究要旨 

ビアリールモノホスフィンは、有用性が広く認められている遷移金属錯体の配位子モチーフの一

つである。この配位子モチーフにおいて、ビアリール骨格上の置換基が、遷移金属錯体の反応性お

よび安定性に寄与する重要な要素となっている。本研究課題では、五員複素芳香環のもつ電子的性

質および立体効果に着目し、ビアリール骨格上のリン原子が置換した芳香環を単環式の五員複素芳

香環にした前例のないビアリールモノホスフィン配位子を開発することを目的としている。すなわ

ち、独自に開発した「多置換ピロールおよび多置換フランのモジュラー合成法」を鍵過程として目

的とする配位子群の合成ルートを確立し、新たなビアリールモノホスフィン配位子のライブラリを

構築する。そして新たな配位子の開発を起点として、高活性触媒を創製し、高難度分子変換を実現

することを最終目標とする。この目的のもと、リン原子が置換した芳香環をピロールおよびフラン

としたプロトタイプとなるビアリールホスフィンを設計し、合成に取り組んだところ、当初の想定

通りの合成ルートでそれぞれのホスフィンを中程度の収率で合成することに成功した。その一方で、

パラジウム触媒によるブロモアレーン類のアミド化反応をモデル反応として行った配位子の機能

評価においては、期待した配位子としての性能は見られなかった。したがって、目標とする高活性

触媒の創製の実現には、配位子のリン原子上の置換基の検討を中心としたさらなる詳細な検討が不

可欠である。 


